
翁長沖縄県知事の怒りの「発言」 

 

この 5 日、菅官房長官と会談した翁長沖縄県知事の冒頭発言全文が、中日新聞 4 月

11 日「特報」に掲載された。抑えた表現ながら、踏みつけられてきた長い年月、中央

の政治家らの軽々しい言葉や認識に対する怒りがにじ

む。沖縄の怒りが心にせまる。その一部を紹介したい。 

今日まで沖縄県が自ら基地は提供したことはないと

いうことを強調しておきたい。普天間飛行場もそれ以外

の取り沙汰される飛行場も基地も全部、戦争が終わって

県民が収容所に入れられている間に、県民がいる所は銃

剣とブルドーザーで、普天間飛行場も含め基地に変わっ

た。私たちの思いとは全く別に全て強制接収された。 

官房長官が「粛々」と言う言葉を何回も使う。僕から

すると、埋め立て工事に関して問答無用という姿勢が感

じられる。その突き進む姿は、サンフランシスコ講和条

約で米軍の軍政下に置かれた沖縄。その時の最高の権力者だったキャラウェイ高等弁務

官は「沖縄の自治は神話である」と。「自治は神話」だとあの当時に言った。私たちの

自治権獲得運動に対し、そのような言葉で、キャラウェイ高等弁務官が言っていて、な

かなか物事が進まなかった。 官房長官の「粛々」という言葉がしょっちゅう全国放送

で出てくると、何となくキャラウェイ高等弁務官の姿が思い出される。何か重なり合う

感じがして、私たちのこの 70 年間、何だったのかなと率直に思っている。 

上から目線の「粛々」という言葉を使えば使うほど、県民の心は離れて、怒りは増幅

していくのではないのかと思っている。私は辺野古の新基地は絶対に建設することがで

きないという確信を持っている。---- 不可能になるだろうなと思う。そうすると、建設

途中で頓挫することによって、起こり得る事態は全て政府の責任だ。世界が注目してい

るので、日本の民主主義国家としての成熟度が多くの国に見透かされてしまうのではな

いかと思っている。 

官房長官にお聞きしたい。ラムズフェルド国防長官(2003 年当時)が「普天間は世界一

危険な飛行場だ」と発言し、官房長官も国民や県民を洗脳するかのように「普天間の危

険性除去のために、辺野古が唯一の政策」と言っている。辺野古基地ができない場合、

本当に普天間は固定化されるのかどうか、聞かせていただきたい。 

                              (2015 年 4 月 15 日) 


